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厄ね」と冷やかす。
図書館であるのだから、書物の充実はもちろん
のことであるか、雰囲気・設備などの環境もそれ
と同じぐらい菫さをおくべきだと思う。環境は人
に対し大きな影響力をもつ。環境の改善を願う。
あとは、利用する学生の質。これは私たち学生
１人１人がしっかりしなければならないことだ。
し、ｌＵな の学生によって、図書館の
もつ独特の雰囲気か壊されてしまうことがある。
これは学生に問題かあるのであって自分も含め気
をつけなければならないことである。
さて、このように学生にとって命と思われる図
書館の設備|こついて気づいた点についてあげてみ
る。'|央適|こ勉強するためには、気j昂湿度の調節が
レファレンス曇蕊灘っ左事例を紹介しましょう。
原氏は庶流から分れてた分家か多く苗字か別にあ
るかもしれないから、藤原では検出できないのか
も。そこて､名からも調べ左方かよいと考え『日本
史人名辞典』（歴鈩回書社）『日本人名辞典』（急文
閻）に当るが、やはり出てこない。次に『薑卑分
廊』（吉)||弘文館)で藤原氏の系図を調べると、罠
経は権大納言経房の孫であり、経房のところに、
、(号吉田"と注記かなされていだ。さかのぼってみ
質問藤原實経について知りたい。
回答貢経はふつうｕすけつれ〃と読むか、念の
だめに漢和辞典で名乗りの言lllを調べると、ただつ
れ・もとつね．やすつれ・よしつれ．よりつれと
も読むことかわかる。そこで、以下これを手掛り
に人:名事典・歴史事典・芸術事典・文学＝典等を
かたっぱしから見るか、どこにも出ていない。藤
６い卜.Ｊ､い,'６滝､1983.11
力、ヒト》うじ
ると出自は藤原北家勧||多寺流である｡『i曽補大日本
地名辞書」（富山房）で吉田家宅nｔの頂をみると、
~神楽岡麓、神龍院の門前を大納＝経房の|Ｂ跡とす。
経房は罰||多寺家|こして別業を此仁苣＜其日記を吉
記と日ふ、子孫世襲して吉田と=す（三眉|卿記大
曰本史)」とあった。苗字には官職名や地名を起源
とする例か多いか、恐らくはこれもそれであろう。
経房か吉田の地に別荘を建てたことから、地名を
もって代々＝い習わしてさだのである。吉田員経
を『大百科辞典』（平凡社）の索引でひくと、平家
物語の頂に「吉田資経は（平家物語の）原本を増
補して＋二巻とした人らしく」と初めて資経に触
れた文章が出てきた。平家物語という大きな手づ
るが見つかったので、ただちに『平家物語研究事
典｣(明治書院）をみると詳しく説明されていた。
学生受入希望図書リスト抄
同学会ミ曰本特殊教育学会発表論文集第１０□
同学会１９７２〔３７８．０４－Ｎ77〕
(犬貝>申散干字文詳解
香草社昭５０〔９２１．４２－Ｆ96〕
木本好イー他編朝野群載総索弓|(国雪索弓|叢千Ｍ）
国薑刊行会Ｂ召５７〔210Ｄ８８３－Ｋｉ３７〕
近藤康男チウネン孤立国の研究震文協
（近藤康男害ｲ乍集１）昭54〔611.08-|<○７３－１〕
/｣(宮武一農政への社会学的接近上震文協
（/｣'言武一fLJiｲ乍集4）昭５６〔６１１．０８－０２６－４〕
ライシャワー、Ｅ・○ザ･ジャパニーズ
文芸春秋１９８２〔３６１．６０２１－Ｒ25〕
高ｊｉ喬英郎他理エ系Ｎ－ＢＡＳｌＣプ□ワラムシー
ト１エレクトロニクス塁ワイジェスト
１９８２〔５４８．１６３－Ｒ41〕
細野敏夫電磁波工学の星礎
昭晁室Ｂ召５７〔４２７．８－Ｈ97〕
池田Ｉ室編秩父事|牛史料補巻
ｉ奇玉新冑社出版l＝昭５４〔210.635－○４２－６〕
井上0胄丸井上8言丸晉ｲ乍選集１～７
雄>室社１９７２～３〔６１１０８－１５７－１～7〕
著書からひとこと
有価証券法
法学部特害教授
青谷和夫千倉書房〔325.6-Ａ56〕
有価証券は、指図証券、無記名証券よりお
くれて発達した概念でありますか、その範囲
および概念が不明確のままそれぞれの法文に
とりいれられています。それは、有価証券制
度およびその法律上の指定のしか尼がまだ発
展途上にあるためとおもわれます。そこで、
これか統一白，概念につきましては、もっぱら
学説にゆだねられているのか現実の姿であり
ます。
本書は、育価証券法のこのような特異性|こ
かんがみ、先哲の学説・法令の推程をふりか
えりながら将来を展望しようとしたものであ
ります。
有価証券という「ことば」が初めて法典に
用いられたのは、1861年のドイツ|日商法典で
あるといわれています。わが国においては、
明治17年の□エースレル商法草案に初めて用
いられ、|日商法第４条にうけつがれています。
その後、多くの法令に使われていますが、育
価証券という用語は､|日商法当時はもちろん、
現在におきましても、その意義と範囲につい
ては、それぞれの法令の目的によって定めら
れておりまして、商取目|の実際において有価
証券として取り扱われている証券の観念より
も、あるいは狭く、あるいはひろく用いられ
ています。
q
ん６号｢1983.ルフ
作家の内容見本は苦言の人柄を１方佛とするもの
が多い。友人や評論家の文章と共に読者の声もあ
り、年譜や少時から晩年に至るアルバムは捨る|こ
'|音しい゜カラー写真や原稿でもあれば、資料とし
ても豈菫だ。
『大漢和辞典』（大||多館)の内!否見本は座右におい
てよい程の出来映えであっだ｡編者の諸橋轍灰が、
不自由な身|本で－つの本にどれほどのlUmを注い
だかを知ることは、少壮の吉にとって大きな励み
になるであろうし、人生とは何かを考えさせられ
る。
出版物のパンフをあげます
図＝館へは出版社からたくさんのパンフ（内容
見本）が毎日送られてくる。それらは図書館で本
の選択に利用され、一部はレファレンス・ツール
として参考係の手元にファイルされるが、残った
膨大な舅は利用者|こさし上げている。展示台に積
み上げてあるから、ご利用いただきたい。
出版物の内!否見本は明治40年頃からはじまり、
昭和初期の、(円本時代/′|ご盛況したと＝われてい
る。店頭で見てご存知のように、意匠を)疑らした
華美のものが多く、眺めているだけで結構楽しい
か、無料で言えるだめにその価(直は案外見過ごさ
れているよう尼６
内容見本には、千|｣行の辞･推薦文・目次一舅･組
見本・実物写真等か載っている。これらによって
その本の全体像や特色・意図が簡単にわかるか、
もしそれか浩渤な資料集であつだり辞典の場合は
マニュアルの役目も果たすことができる。
双害の内容見本には総目次や解題がつけられる
ことが多いから、本冊の索弓|としてＩ目Uに置いてお
けば便利でmある。外箱には普通巻数しか表示され
ず、いつも探すのに苦労する。組見本の説明は､巻
頭の凡例よりも時とすると懇切でわかりやすい。
辞典は身近なだけに表面的な利用で済ましてしま
いがちだが、編集の労苦を知るに及んで、新しい
使い方も発見できるであろう。
リサイクルコーナーを設置
図＝館の一角に、ブッワケースのリサイクルコ
ーナーか設けてある。輸送上の|呆護のために、単
行本にはよくブックケースがつけられるが、図書
館では管理|こ支障か起るためと＝架スペースの節
約のために、通常は外してしまう。しかし、これ
をただ捨てるのは勿|本ないので、利用者|こ再活用
していただきたいのである。
ブッワケースが造られだのは、明治６年頃、堺
の納苦伊平が子供たちのだめ書物や筆・墨を入れ
る箱をつくったのが初めといわれ、当時はい紙函′′
と称していだ｡元来保護を目的としていたものか、
最近は装飾的色彩が強く、しゃれたデザインのも
のも多い。
ファイリンワ用品としてプッワケースに似た物
まで売られている時代である。図雪館でも書類の
整理等に使っているが、皆さんもパンフやノート
を区分したり、｜胄報カードを分類ファイルするの
に使ったらどうか。専門雑誌を収納すれば、製本
言を節約てさ、利用のさいはバラで使いやすいと
いうメリットがある。
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